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Studies on improvement of fertilizer application for “Kyoho® grapes.

(II) Nitrogen absorption was brought by basal dressing at each growth stage of

grapes.

M. Kasuva, E. MaTtsuura, A. Aoki, and S. MOTEKI,

Summary

The nitrogen absorption was brought by basal dressing for Kyoho grapevine g-

rown in large bottmless concrete pot was examinated by using ammonium

sulfate



i AR IR B AR BRI RS B 275
labelled with ®N.

Nitrogen of the basal  dressing increased in growth of each organs. The rate
of nitrogen utilization was 9.8% at the sprouting time, 25.2 % at the flower-
ing time and 34.7% at the maturing time. At the flowering time 72.6% of ni-
trogen was absorbed from basal dressing. And the absorption of the nitrogen
at the early stage of growth was higher than the other stages. On the contra-
ry, the absorption ratio of nitrogen from the soil showed only 5.3% at the

sprouting time, however, at the flowering time showed 41.2%.
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ブドウ巨峰の施肥改善に関する研究

第2報　基肥窒素の生育時期別吸収

粕谷光正・松浦永一郎・青木秋広・茂木惣治※

　　　　　　1　緒　　言

　巨峰に対する施肥窒素の吸収動向について，

施肥時期及び施肥量をかえて検討した結果を前

報3）で報告した．本報では，基肥窒素の生育時

期別吸収について検討した結果を報告する．

　　　　　II　材料及び方法

　供試樹は1975年に挿木した自根樹で，鉢植え

に適したように育てたものを，1978年3月に表

層多腐植質黒ボク土の表土を詰めた直径，深さ

ともに90cmの無底のコンクリートポットに植付

けた．その中から，樹の大きさ及び樹勢がよく

そろった樹を供試した．樹勢はほ場の樹に比べ

ると弱かった．

　1978年11月17日，10．1atom％の重窒素15N

標標硫安を1ポット当たり18．2g（Nとして3．

82g，10a当たり6kg相当）を表層に施肥し浅

く耕起した．

　時期別吸収量は，施肥前，萌芽前，開花期及

び成熟期に1樹ずつ掘｝）上げ，器官別に解体分

析して樹体内窒素保有量を測定し，各生育期の

保有量から施肥前の保有量を差引いて算出した．

　重窒素の分析は，各時期別の試料をケルダー

ル法によって水蒸気蒸溜し，水酸化ナトリウム

による滴定終了液を希硫酸で再び微酸性にし，

柳本製の質量分析計（MS　I10型）を用いて，

封管燃焼法により重窒素の存在比を求めた．

　　　　　m　結　　果

　1．　器官別乾物重の増加

生育時期別のブドウ樹の乾物重を第1表に示

した．

※現在栃木県衛生環境部公害研究所

　新しょう，葉，果実等の地上部新生器官は，

萌芽期以後急速に増加し，成熟期の各器官の乾

物重を100とすると，開花期では新生器官全体と

しては43．9であった．更にこれを器官別にみる

と葉84．7％，新しょう40．3％，果実7．1％とな

っており，特に葉の大部分は開花期までに増加

し，開花期における地上部全新生器官増加量の

68．8％が葉であった．これに対して，枝幹部（

旧枝）は，開花期まではほとんど増加せず，開

花期以後に増加した．

　根部は，直径5〜10mmの根は開花期までに若

干増加したが，その量は極めて僅かであり，根

部全体としては大部分は開花期以後に増加した．

これを樹全体について，成熟期の増加量を100

として時期別の増加の比率をみると，萌芽期1．1

％，開花期34．6％であった．

　2．　全窒素含有率及び重窒素のexcess％

　全窒素含有率及び重窒素のexcess％を第2

表に示した．

　全窒素含有率は葉が最も高く，新しょうを除

く枝幹部が低かった．これを生育時期別にみる

と，果実及び葉では生育が進むにつれて減少し

た．新しょう及ぴ枝幹では，枝齢が若いほど含

有率が高いが，いずれも生育が進むにつれて減

少した．根部では，中小根中の含有率は細い根

ほど高く，いずれも萌芽期までは，含有率が増

加したが，萌芽期以後は成熟期まで地上部新生

器官の生育が進むにつれて逆に減少した．

　重窒素のexcess％は，新＝しょう，葉，果実

等の地上部新生器官が高く，次いで細根が高い

値を示した．生育時期別にみると，新しょうと

葉は開花期に高く，その他の器官は成熟期に高
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